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１．競技情報
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コース情報

要項３からの変更はありません。
競技時間をお守りください。



２．地図情報
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地図情報

• コントロール位置説明表の大きさは
縦180mm×横60mm以内です。

• リレー競技部門でのコントロール位置説明表の
配布はありません。



7

特殊記号
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特殊記号
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地図記号

【全クラス該当】
リレー競技部門において、地図の判読性考慮のため
コントロール番号が一律で小さくなっています。
（高さ4mm→3mm）
コントール円の大きさは変わりません。

モデルイベント地図抜粋
32～34：ミドル競技サイズ
35～37：リレー競技サイズ



３．テレイン情報
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こちらは大会２週間前に撮影
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森（走行可能度８０～１００％）（４０５）
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植生（速度低下）（走行可能度６０～８０％）（４０６）
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植生（走行困難）（走行可能度２０～６０％）（４０８）
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植生（走行困難）（走行可能度２０％以下）（４１０）
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植生（速度低下 見通し良好）
（走行可能度６０～８０％）（４０７）
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植生（走行困難 見通し良好）
（走行可能度２０～６０％）（４０９）



４．競技上の注意点
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遅刻出走について（ミドル選手権）

【遅刻者の定義】
• 自身の出走時間に間に合わなかった選手とします。
• １～５分前枠に遅れた場合でも、自身の出走時間に間に合う場合は出走
することができます。当日は役員の指示に従ってください。

【遅刻者の扱い】
• 計時はスタートリストに記載されている時刻から開始されます。
• ラストスタート後の出走になります。
• ラストスタート後の出走の場合は競技時間を確保できない場合がありま
す。
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柵について

• 柵のうち、通行可能な扉については、大会当日、役員を配置し開放して
います。

• 通行時に扉を閉める必要はありません。

• 地図上では、横断点（519）で表記されています。

• ただし、競技に関係ない柵については、横断点（519）で表記していて
も柵は開放していません。
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危険な岩崖

背丈の倍以上ある危険な岩崖が
テレイン内に複数個所存在します。



21

危険な岩崖

コースの導線上、通りうる危険な岩崖の上には
青黄テープを巻いています。
近くを走行する際は十分にお気を付けください。
なお、地図上に青黄テープの表示はありません。
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危険な穴

成人男性の肩ほどまである深い穴があります。
穴の周囲は地盤がもろく、危険です。
青黄テープで危険な範囲を囲っています。
なお、地図上に青黄テープの表示はありません。

穴を側面から見たイメージ図
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表記のない危険個所

地図に表現のない危険個所があります。
該当箇所上部には青黄テープを巻いています。
なお、地図上に青黄テープの表示はありません。
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立入禁止区域

テレイン内に安全確保のため立入禁止区域
を設けています。地図上は709で表現しています。
青黄テープを巻いている箇所は実線で表記されています。
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誘導（リレー全クラス）

• リレー競技において、全クラス最終コントロールに向かう際に、

選手権クラスのビジュアル誘導を横切る可能性があります。

• 選手権クラスのビジュアル誘導は赤白テープ誘導となっております。該当クラスの該

当レッグの選手以外はテープ誘導に従う必要はありません。

• 当日は誘導用役員がおりますが、選手同士の交錯には十分ご注意ください。
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誘導（選手権リレー競技のみ）

リレー競技において、導線上に斜度のかなり高いエリアを
降下するレッグが存在します。
斜面上は土砂崩れ防止のネットが敷き詰められており、
特に女子選手には飛び降りるには高く、
勢いよく降下するには引っ掛かり転倒の恐れがあります。
高さは３～４ｍほどあります。

次ページへ説明が続きます
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誘導（選手権リレー競技のみ）

該当エリア手前のコントロールより、左図のように比較的降下しやすい場所へ誘導を付けてあります。

降下場所では右図のようにロープを巻いています。安全に気を付けて降下してください。

※ロープを握って勢いよく降下すると
摩擦で手のひらを怪我する恐れがあります。 別途動画もHPに掲載します。
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横穴

テレインの中に複数の横穴が存在します。
中は深く、どこまで続いているのかわかりません。
獣との遭遇や崩れる恐れがあるので、
中には入らないようにしてください。
なお、青黄テープや立入禁止表記はありません。
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競技と関係のないテープ

テレインの中にテープが巻かれているエリアが存在します。
赤白テープ/青黄テープ以外のテープは競技中には関係ありません。
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スタート整列順（リレー）

【選手権の部】

チーム番号順に整列します。役員の指示に従って整列してください。

【一般の部】

各大学Aチームは優先的に前方へ整列出来ます。

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

各大学Aチーム その他のチーム
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会場付近道路の横断
（ミドル選手権/リレー全クラス）

• ミドル選手権/リレー全クラスにおいて、道路の横断箇所が存在します。

• 横断箇所は指定しませんが、車に十分に気を付けて横断してください。

• 選手が大勢通過すると思われるエリアには役員がいます。

• 役員は基本的には車側の静止を試みますが、

安全のため状況に応じて選手側を静止する場合があります。
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前走者接近情報（リレー一般クラス）

• 前走者接近情報の告知は行いません。

• 競技会場から前走者の接近を目視で確認してから、1 分程度の時間があります。

• 全クラス共通でコース終盤にオンラインコントロールを設置しています。

• なお、ラップセンター上の接近情報が更新されるよりもはやく

選手が会場に姿を見せる可能性もあります。

• 前走者の接近情報として参考にしてください。



５．その他の注意事項
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選手権待機所について（ミドル）

• 雨風を避けることができます。

• トイレは数に限りがあります。

• ウォーミングアップは選手権待機所～スタート地区間で実施してくだ
さい。

• 選手権待機所で誘導用地図兼ウォーミングアップマップを配布します。
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Ver.3 Eカード使用上の注意

Ver.3 Eカードに付属する画面の番号表示は
地図上のコントロール番号と異なる場合があります。
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GPS時計について

• GPSによる位置情報ログが取得可能な時計等の通信機器について、
競技補助目的・地図閲覧目的での使用を禁止します。

• 走行中のログを取る目的のためにGPS機能付き腕時計を使用することは
妨げません。
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地図回収について

• 本大会では地図の回収を実施しません。

• 未出走者へ地図を見せることは固く禁じます。特にリレー競技部門にお
いて、フィニッシュ後の地図の管理はご注意ください。

• リレー競技部門の日に会場で、ミドル競技部門の地図を見ることは禁止
します。

判明した場合は、大学単位で

失格になる恐れがあります。
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調査依頼・提訴

各校は、規則に対する違反について調査依頼を行うことができます。

大会受付に用意する所定の文書にて申請してください。

調査依頼の受付期限はフィニッシュ閉鎖後３０分です。

ミドル受付期限：13:10/16:00（一般/選手権）

リレー受付期限：15:15（全クラス)

調査依頼に対する回答は公式掲示板に掲示します。

調査依頼に対する回答に疑義がある場合は裁定委員会に対して提訴を行うことができます。

提訴の受付期限は調査依頼の回答が通知されてから15分後です。
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裁定委員（ミドル・ディスタンス）

八神遥介 様（ときわ走林会/東北卒）

松尾七彩 様（GROK/東京卒）

実藤俊太 様（KOLA/京都卒）
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裁定委員（リレー）

菅谷裕志 様（OLCルーパー/名古屋卒）

粂早穂 様（ES関東クラブ/立教卒）

吉澤雄大 様（京葉OLクラブ/慶応義塾卒）
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事前質問

3/7(火)21:00までを質問受付期間とします。

質問がある場合は、大学ごとに質問をまとめた上で、

質問フォーム（https://forms.gle/ZU9HeK5CRdaSmUYt9）に送信してください。

上記の質問受付期間を過ぎた質問は受け付けません。

回答は3/9(木)24:00までに大会公式Webサイトに掲載し、大会当日は公式掲示板にも掲載します。

https://forms.gle/ZU9HeK5CRdaSmUYt9
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おしまい


